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実験は,磁場掃引法で共鳴周波数 8MHz,磁場変調 20e,温度範囲 14oC～-165℃,温度
制御±0.1℃,試料の上下の温度差 0.5℃以内,で行なった｡常誘電相で重水素核磁気共鳴
より, 3種の共鳴線が得られた｡これは単位格子中に等価でない位置にい8.重水素が3種ある
事と対応している｡常誘電相で a,A,C軸及び結晶軸 と平行でない軸の回転パターンから電場
勾配テンソルと四重極結合定数を求めた｡水素結合中の重水素核磁気共鳴に関する経験則を用
いて,重水素はすでに常誘電相で規則構造をしている事が確められた.磁場をC軸方向にかけ
て共鳴線の温度変化を調べると,中間相と思われる領域では共鳴線を実験的に観測することが
できなかった｡しかし,-123uC付近から相転移による共鳴線の分離が現われた｡相転移の機
構がSe(2)03四面体のみ剛体的な回転運動に起因していると考える事で,強誘電相における
3種の重水素共鳴線の振舞 (図 1)は,説明できる｡
3･ RbH3(SeO3)2 のラマン散乱
実験は,光源としてAr+レーザー5145Å,試料に当たるレーザーパワー-40mW, 分解
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